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 株価は反発しても上昇の力は弱く、下値不安のある状態が続いています。 

来週はＦＯＭＣ、日銀金融政策決定会合など中央銀行関連のイベントに注目が集まってい

ます。 

 また、日本の株式市場ではソフトバンクのＩＰＯなどがあり、引き続き日経平均や株価

動向がマーケットに影響を与えそうです。 

 フランスのデモや米中貿易問題の行方も気になります。 

 

＜ドル／円＞ 

 

 ドル／円は狭い動きとなっています。 

１１２．２－１１４．２円のレンジをブレイクするまでは細かい売買がよさそうです。 

１１２円台を維持している間は問題なさそうですが割り込むと円高リスクも。 

 

＜気になるクロス円＞ 

 

 クロス円は反落の動きとなっているので、週明けから安値更新の動きとなれば注意がい

ります。 

 株価が崩れてくるとリスク回避から下げが加速する可能性もありそうです。 

  

＊クロス円とは円との通貨ペアの総称：○○／円というような通貨ペアのことです。 

 

＜ファンダメンタル？＞ 

 

今週は、日本では日銀金融政策決定会合、１１月貿易統計、全国消費者物価指数などが

あります。 

米国では対米証券投資、ＦＯＭＣ政策金利、住宅着工件数、耐久財受注、個人消費、ミシ

ガン大学消費者信頼感指数などが発表されます。 

欧州ではユーロ圏で消費者物価指数、ドイツでＩＦＯ景況感指数などがあります。 

ほかには、ニュージーランドと英国で７－９月期ＧＤＰ、英国で政策金利発表、金融政

策委員会（ＭＰＣ）議事要旨などがあります。 


